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１．研究背景と目的 

現在，学部学生を主な対象とする大学図書館

による学習支援への関心が高まっている。日本

の学習支援に関する文献では，アメリカの研究

大学において学部学生，彼らが受けている学部

教育へのサービスに機能特化してきた歴史 1)2)

を持つ学部学生用図書館（Undergraduate 

Library）3)の事例が参考例として取り上げられ

ている。たとえば，カリフォルニア大学バーク

レー校の情報リテラシー担当部署である

Teaching Library，南カリフォルニア大学のイ

ンフォメーション・コモンズ，ワシントン大学

のラーニング・コモンズなどである。学習支援

を検討するうえで，学部学生・学部教育へのサ

ービスを主体とする学部学生用図書館を検討す

ることは，大きな示唆を与えるといえるだろう。

しかし，日本では，学部学生用図書館に関する

本格的な研究は行われていない。そこで，本研

究では，大学図書館による学習支援の検討の一

環として，アメリカの学部学生用図書館に着目

し，そこで行われているサービスの調査・類型

化を行い，現状をみることを試みた。 

２．方法 

２．１調査方法 

現在の学部学生用図書館で行われている，学

習を支援するためのサービスを調査した。なお，

本研究では，学生の学習の促進・充実に資する

ために行われる，学生への直接的な支援，教員

の教育への支援を学習支援ととらえている。 

調査方法は文献調査とし，調査対象大学の図

書館ウェブサイト，ウェブで入手可能な図書館

発行文書，事例報告文献，学部学生用図書館に

関する文献を利用した。調査は，2009 年 5 月

から12月の期間と2010年8月・9月に行った。 

２．２ 調査対象の選定 

調査対象は，活動中の学部学生用図書館とし

た。まず，大学研究図書館協会（ACRL）の

Undergraduate Librarians Discussion Group

のウェブサイトに掲載されている学部学生用図

書館リスト 4)を参照し，リストに掲載されてい

るもののうち，ウェブサイトでその図書館の名

前が確認できること，学部学生・学部教育を主

な対象とするサービスを行っていることが確認

できた場合，活動中の学部学生用図書館である

と判断した。次に，リストには掲載されていな

いが文献・インターネットなどから存在を確認

できた学部学生用図書館に関しても，活動中で

あるか確認をした。 

その結果，2009年に活動中であると確認でき

た学部学生用図書館を設置しているのは 23 大

学であった。本研究ではこの 23 大学を調査対

象とした。ただし，2010 年 8 月時点で改組を

確認した大学が２大学存在する（第1表）。 

なお，本研究では学部学生用図書館という存

在を広くとらえるために，独立した建物を持っ

ておらず，中央館などの一画にある図書館，学

部学生向けサービスを行う部署なども学部学生

用図書館とみなしている。 

２．３ 調査対象の特徴 

2005 年版の「カーネギー分類」5)によると，

本研究で調査対象とした 23 大学全てが「研究

大学」と分類されている。また，23大学のうち

22大学が， 研究図書館協会（ARL）の会員で

ある 6)。既往文献 1)2)で指摘されるように，学部

学生用図書館を設置する大学は研究志向の強い

大学であるといえる。そして，学部教育に関し

ては，「カーネギー分類」5)によると，リベラル

アーツ分野の専攻がそれなりの数を占めかつ選

抜レベルの高い大学であると特徴づけられる。 

３．サービスの類型 

調査結果をもとに，学部学生用図書館におけ

るサービスを内容の面から類型化した。第1表

において，2009年5月から12月の期間におけ

る，類型別にみた各大学でのサービスの実施状

況をまとめている。なお，以下において具体例

としてあげている事例は，2010 年 9 月時点で

の実施を確認している。 

① テクノロジーの導入 

1990年代以降になると，コンピュータ，ネッ

トワーク環境の整備といった図書館スペースへ



のテクノロジーの導入が進んだ。また，ノート

パソコンやデジタルメディア機器の貸出も行わ

れるようになった。近年では，双方向的なやり

とり，協働的な作業が行える機器やアプリケー

ションが，図書館内の教室やグループ学習室に

おいて利用できる大学もある。 

テクノロジーの導入はスペースや機器だけで

ない。レファレンスやインストラクションとい

ったサービス，資料やリザーブ資料の電子的な

提供も行われている。 

② 様々な学習形態にあわせた学習スペースの

整備 

個人学習，グループ学習，プレゼンテーショ

ン練習，デジタルメディア機器を利用したコン

テンツ作成など，様々な学習形態に対応するた

めに，多様な学習スペースの提供を行われてい

る。また，グループ学習室などにおいて，用途

にあわせて机や椅子，ホワイトボードといった

設備の配置が簡単に変更できる設計も良く見ら

れるようになっている。 

上記のような学習スペースの整備のおける潮

流を先導する例としては，1994年に建設された

南カリフォルニア大学の Leavey Library とそ

こに設置されたインフォメーション・コモンズ

があげられる。 

③ 学習相談の場の設置 

学習相談の場も学部学生用図書館の機能とな

っている。サービスデスクでは，レポートや研

究プロジェクトに取り組んでいる学生に対して

一対一の図書館員や学生によるサポートが提供

されている。たとえば，パデュー大学のJohn W. 

Hicks Undergraduate Libraryには，図書館員

による学部学生を対象とした「Research 

Project Advisory Service」7)がある。 

以上のような図書館内における対面での相談

受付だけでなく，学部学生に対して担当図書館

員をつけ，その図書館員がインターネットやメ

ールでの相談窓口・情報発信も行う制度を設け

ている大学もある。たとえば，シカゴ大学では

学年ごとに担当図書館員を配置する「Class 

Librarians」制度 8)がある（様々な図書館の図

書館員が参加しており，図書館システム全体の

取り組みとして行われている）。 

④ 学部教育課程への支援・関与 

学部教育課程に対する支援には様々なものが

含まれる。 

学部学生用図書館のコレクションは，学部教

育課程を支援するためのものが中心である。支

援の対象として，リベラルアーツ専攻分野，一

般教育があげられていることが多い。リザーブ

資料に関しても，それらの授業のものを所蔵し

ていることが多い。 

 学部教育での情報リテラシーの重要性の増大

にあわせて，授業内外において対面・オンライ

ン上の情報リテラシー習得を支援するサービス

も行われている。学部学生用図書館では，コレ

クションと同様にリベラルアーツ専攻分野，一

般教育に関わるインストラクションを行うとと

もに，入門的な情報リテラシーに関するインス

トラクションを担当していることが多い。 

さらに，学部教育に対してより深い関与がみ

られる大学もある。ワシントン大学では，

Odegaard Undergraduate Libraryが研究への

入門に関する授業 9)の開催場所となっており，

Odegaard Undergraduate Libraryの責任者が

進行役としても関わっている。また，教員に対

して授業や課題の設計に関するコンサルタント

を提供する大学もある。たとえば，イェール大

学の Bass Library では図書館を含む様々な部

署の協力による Collaborative Learning 

Center10)が多様なサービスを展開しており，そ

のなかに教育でのテクノロジー活用に関するレ

クチャーの開催，講義・課題・教授法に関する

教員に対するコンサルタントも含まれている。 

⑤ 教育課程外活動への支援・関与 

学生は教育課程内での活動以外にも，学内で

様々な活動を行っており，そのなかで学習して

いる。学部学生用図書館では，これらを支援す

ることも行われている。 

具体的には，社会的・文化的事柄，読書，キ

ャリアなどに関する支援がみられる。学部学生

用図書館に展示やパフォーマンスが行えるスペ

ースを設けて芸術鑑賞のイベントを行う大学, 

図書館による学生の図書コレクションを表彰す

る制度や新入生全員が同じ図書を読む取り組み

に対して学部学生用図書館の関わりが見られる

大学，学部学生用図書館においてキャリアに関

する資料の提供やキャリア支援部署の相談窓口



第1表 類型別にみた各大学でのサービスの実施状況（2009年時点） 

大学名 図書館名／部門名 
サービスの類型 1, 2 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

アリゾナ大学 3 Undergraduate Services Team ○ ○ ○ ○ - - 

イェール大学  Bass Library ○ ○ ○ ○ - - 

イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校 Undergraduate Library ○ ○ ○ ○ ○ - 

インディアナ大学ブルーミントン校 Information Commons / Undergraduate Services ○ ○ ○ ○ ○ - 

ヴァージニア大学 Clemons Library ○ ○ ○ ○ ○ - 

ウィスコンシン大学マディソン校 Helen C. White College Library ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ウェイン州立大学 David Adamany Undergraduate Library ○ ○ ○ ○ ○ - 

カリフォルニア大学サンディエゴ校 
Center for Library and Instructional Computing 

Services  
○ ○ ○ ○ ● ● 

カリフォルニア大学バークレー校 Moffitt Library ○ ○ ○ ○ ○ ● 

カリフォルニア大学ロサンゼルス校 College Library ○ ○ ○ ○ ○ ● 

コーネル大学 Uris Library ○ ○ ○ ○ ● - 

コロンビア大学 Philip L. Milstein Family College Library ○ ○ ○ ○ - - 

シカゴ大学 Harper Memorial Library Commons ○ ○ ○ ○ - - 

ジョージ・メイソン大学 Johnson Center Library ○ ○ ○ ○ - - 

ニューヨーク州立大学バッファロー校3 Oscar A. Silverman Undergraduate Library ○ ○ ○ ○ - ● 

ノースウェスタン大学  Core Collection, Core ○ ○ ○ ○ - - 

ノースカロライナ大学チャペル・ヒル校 R. B. House Undergraduate Library ○ ○ ○ ○ - - 

ハーバード大学 Lamont Library ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

パデュー大学 John W. Hicks Undergraduate Library ○ ○ ○ ○ ○ - 

ハワード大学  Undergraduate Library  ○ ○ ○ ○ ○ - 

ミシガン大学 Shapiro Undergraduate Library ○ ○ ○ ○ ○ - 

南カリフォルニア大学 Thomas and Dorothy Leavey Library ○ ○ ○ ○ - - 

ワシントン大学 Odegaard Undergraduate Library  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

注1  サービスの類型は以下の通りである。なお，各類型のサービスの詳細は３．で述べている。 

①テクノロジーの導入，②様々な学習形態にあわせた学習スペースの整備，③学習相談の場の設置，④学部教育課程へ

の支援・関与，⑤教育課程外活動への支援・関与，⑥学生の学習成果への支援・関与 

注 2  学部学生用図書館による実施，あるいは関与が強いと判断した場合に「○」，図書館システムによる実施と判断した場合

に「●」，実施が確認できなかった場合に「-」を記入している。各類型に含まれるサービスを複数実施している大学では，

学部学生用図書館による実施，あるいは関与が強いサービスが，図書館システムによるサービスよりも多いと判断した場

合は「○」を記入している。

注3 アリゾナ大学Undergraduate Services TeamはInstructional Services Team，ニューヨーク州立大学バッファロー校

Oscar A. Silverman Undergraduate LibraryはOscar A. Silverman Libraryに改組されている（2010年8月確認）。



の設置を行う大学などがある。 

⑥ 学生の学習成果への支援・関与 

学部学生の学習成果の表彰や成果物の展示と

いった，学習の学習成果に対する取り組みも行

われている。 

たとえば，カリフォルニア大学バークレー校

が嚆矢である 11），図書館の資料や資源を利用し

た学部学生の研究プロジェクトを表彰する制度

は，他の大学でも行われるようになっている。

カリフォルニア大学バークレー校の事例は図書

館システム全体としての取り組みであるといえ

るが，学部学生用図書館の関わりが強くみられ

る大学もある。ウィスコンシン大学マディソン

校ではHelen C. White College Libraryの開催

となっている（学部学生の学習成果の発表イベ

ントの一環として行われている）12)。 

４．サービスの特徴と傾向 

学部学生用図書館では，学習環境の提供，人

的な支援，様々な行事の開催などの多様な学習

支援のためのサービスが展開されている。それ

らのサービスはリアル環境とバーチャル環境の

双方で提供され，サービス実施の際には教員・

他部署との協力もみられる。 

 全ての調査対象大学において，学部学生用図

書館は①から④の類型に含まれるサービスを行

っており，これらのサービスは学部学生用図書

館において定着しているといえる。一方，⑤・

⑥に含まれるサービスは，全ての大学で行われ

ているわけではなく，実施の確認できた大学で

も学部学生用図書館による場合，図書館システ

ムによる場合があった（第 1 表）。学部学生用

図書館を設置する大学であっても，どのような

形で実施するかは様々であるといえる。しかし，

どのような形であれ，広まっていく可能性があ

るサービスと考えられるため，今後の動向を注

目すべきである。 

５．サービスの背景 

 各大学の事例報告や文献などでは，現在の学

部学生用図書館で行われているサービスの背景

として，(1)テクノロジーの発展と利用の広まり

（特に 1990 年代開始の事例や建物のリノベー

ションの際に顕著な影響がみられる），(2) 学部

教育の変化（参加型の学習や協働的な学習を重

視するといった変化への対応が行われている），

(3) 学生の気質の変化（バーチャル環境やグル

ープ作業を好む傾向への対応が行われている）

が指摘されている。 

６．結論 

 学部学生用図書館は学部学生・学部教育に対

して，時代の変化のあわせた多面的なサービス

を行っていることが分かった。本研究の結果よ

り，現在の学部学生用図書館は，研究大学の図

書館において，学習・教育の拠点として機能し

ていると結論づけることができる。 
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